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頁番号 現　行改　正

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護

鉄 線 か ご 基  準  高 (▽) 
±100以内

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 鉄 線 か ご 基 準 高 (▽)

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護
岸
工
・
擁
壁
工
・
土
留

鉄 線 か ご 

か ご 擁 壁 

簡 易 鋼 製

土留擁壁 

ふ と ん 籠 

鉄 線 枠 

基  準  高 (▽) 

（高さ管理を必要とする構造物の場合） 
±100以内 

布設寸法 

延長(ℓ） －１％以内 

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護
岸
工
・
擁
壁
工
・
土

鉄 線 か ご

か ご 擁 壁

簡 易 鋼 製

土留擁壁 

ふ と ん 籠

鉄 線 枠

基  準  高 (▽) 

（高さ管理を必要とする構造物の場合）
±100以内 

布設寸法

延長(ℓ） －１％以内 

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護
岸
工
・
擁
壁
工
・
土
留
工
（
か
ご
、
ふ
と
ん

鉄 線 か ご 

か ご 擁 壁 

簡 易 鋼 製

土留擁壁 

ふ と ん 籠 

鉄 線 枠 

基  準  高 (▽) 

（高さ管理を必要とする構造物の場合） 
±100以内 

布設寸法 

延長(ℓ） －１％以内 

高さ (ｈ) 
－50ｎ以内 

ｎ：段数 

長さ(ℓｏ) －50以内 

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護
岸
工
・
擁
壁
工
・
土
留
工
（
か
ご
、
ふ
と

鉄 線 か ご

か ご 擁 壁

簡 易 鋼 製

土留擁壁 

ふ と ん 籠

鉄 線 枠

基  準  高 (▽) 

（高さ管理を必要とする構造物の場合）
±100以内 

布設寸法 

延長(ℓ） －１％以内 

高さ (ｈ) 
－５ｎ以内 

ｎ：段数 

長さ(ℓ ) 50以内

Ｄ－6

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護
岸
工
・
擁
壁
工
・
土
留
工
（
か
ご
、
ふ
と
ん
籠
工
、
鉄
線
枠
工
）、

鉄 線 か ご 

か ご 擁 壁 

簡 易 鋼 製

土留擁壁 

ふ と ん 籠 

鉄 線 枠 

基  準  高 (▽) 

（高さ管理を必要とする構造物の場合） 
±100以内 

布設寸法 

延長(ℓ） －１％以内 

高さ (ｈ) 
－50ｎ以内 

ｎ：段数 

各個の寸法 

長さ(ℓｏ) －50以内 

幅（ｂ） －50以内 

高さ(h)又は 

径(D) 
－50以内 

補 強 土 擁

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護
岸
工
・
擁
壁
工
・
土
留
工
（
か
ご
、
ふ
と
ん
籠
工
、
鉄
線
枠
工
）

鉄 線 か ご

か ご 擁 壁

簡 易 鋼 製

土留擁壁 

ふ と ん 籠

鉄 線 枠

基  準  高 (▽) 

（高さ管理を必要とする構造物の場合）
±100以内 

布設寸法 

延長(ℓ） －１％以内 

高さ (ｈ) 
－５ｎ以内 

ｎ：段数 

各個の寸法 

長さ(ℓｏ) －50以内 

幅（ｂ） －50以内 

高さ(h)又は 

径(D) 
－50以内 

補 強 土 擁

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護
岸
工
・
擁
壁
工
・
土
留
工
（
か
ご
、
ふ
と
ん
籠
工
、
鉄
線
枠
工
）、
補
強
土
擁
壁 

鉄 線 か ご 

か ご 擁 壁 

簡 易 鋼 製

土留擁壁 

ふ と ん 籠 

鉄 線 枠 

基  準  高 (▽) 

（高さ管理を必要とする構造物の場合） 
±100以内 

布設寸法 

延長(ℓ） －１％以内 

高さ (ｈ) 
－50ｎ以内 

ｎ：段数 

各個の寸法 

長さ(ℓｏ) －50以内 

幅（ｂ） －50以内 

高さ(h)又は 

径(D) 
－50以内 

補 強 土 擁

壁 基  準  高 (▽)   ±100以内 

リフト毎の高さ(h)  －100以内 

ℓ＜10ｍ －50以内

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護
岸
工
・
擁
壁
工
・
土
留
工
（
か
ご
、
ふ
と
ん
籠
工
、
鉄
線
枠
工
）、
補
強
土
擁
壁 

鉄 線 か ご

か ご 擁 壁

簡 易 鋼 製

土留擁壁 

ふ と ん 籠

鉄 線 枠

基  準  高 (▽) 

（高さ管理を必要とする構造物の場合）
±100以内 

布設寸法 

延長(ℓ） －１％以内 

高さ (ｈ) 
－５ｎ以内 

ｎ：段数 

各個の寸法 

長さ(ℓｏ) －50以内 

幅（ｂ） －50以内 

高さ(h)又は 

径(D) 
－50以内 

補 強 土 擁

壁 基  準  高 (▽)   

リフト毎の高さ(h)  －100以内 

ℓ＜10 50以内

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護
岸
工
・
擁
壁
工
・
土
留
工
（
か
ご
、
ふ
と
ん
籠
工
、
鉄
線
枠
工
）、
補
強
土
擁
壁 

鉄 線 か ご 

か ご 擁 壁 

簡 易 鋼 製

土留擁壁 

ふ と ん 籠 

鉄 線 枠 

基  準  高 (▽) 

（高さ管理を必要とする構造物の場合） 
±100以内 

布設寸法 

延長(ℓ） －１％以内 

高さ (ｈ) 
－50ｎ以内 

ｎ：段数 

各個の寸法 

長さ(ℓｏ) －50以内 

幅（ｂ） －50以内 

高さ(h)又は 

径(D) 
－50以内 

補 強 土 擁

壁 基  準  高 (▽)   ±100以内 

リフト毎の高さ(h)  －100以内 

延長（ｌ）

ℓ＜10ｍ －50以内 

ℓ≧10ｍ －0.5％ 最大－100以内

控え長さ 設計値以上 

±0 3分以内

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護
岸
工
・
擁
壁
工
・
土
留
工
（
か
ご
、
ふ
と
ん
籠
工
、
鉄
線
枠
工
）、
補
強
土
擁
壁 

鉄 線 か ご

か ご 擁 壁

簡 易 鋼 製

土留擁壁 

ふ と ん 籠

鉄 線 枠

基  準  高 (▽) 

（高さ管理を必要とする構造物の場合）
±100以内 

布設寸法 

延長(ℓ） －１％以内 

高さ (ｈ) 
－５ｎ以内 

ｎ：段数 

各個の寸法 

長さ(ℓｏ) －50以内 

幅（ｂ） －50以内 

高さ(h)又は 

径(D) 
－50以内 

補 強 土 擁

壁 基  準  高 (▽)   

リフト毎の高さ(h)  －100以内 

延長（ｌ）

ℓ＜10ｍ －50以内 

ℓ≧10ｍ －0.5％ 最大－100以内

控え長さ 設計値以上 

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護
岸
工
・
擁
壁
工
・
土
留
工
（
か
ご
、
ふ
と
ん
籠
工
、
鉄
線
枠
工
）、
補
強
土
擁
壁 

鉄 線 か ご 

か ご 擁 壁 

簡 易 鋼 製

土留擁壁 

ふ と ん 籠 

鉄 線 枠 

基  準  高 (▽) 

（高さ管理を必要とする構造物の場合） 
±100以内 

布設寸法 

延長(ℓ） －１％以内 

高さ (ｈ) 
－50ｎ以内 

ｎ：段数 

各個の寸法 

長さ(ℓｏ) －50以内 

幅（ｂ） －50以内 

高さ(h)又は 

径(D) 
－50以内 

補 強 土 擁

壁 基  準  高 (▽)   ±100以内 

リフト毎の高さ(h)  －100以内 

延長（ｌ）

ℓ＜10ｍ －50以内 

ℓ≧10ｍ －0.5％ 最大－100以内

控え長さ 設計値以上 

のり 勾 配（ｍ.ｎ） 
±0.3分以内 

(安定計算を満たすこと)

部材数量 設計量以上  

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護
岸
工
・
擁
壁
工
・
土
留
工
（
か
ご
、
ふ
と
ん
籠
工
、
鉄
線
枠
工
）、
補
強
土
擁
壁 

鉄 線 か ご

か ご 擁 壁

簡 易 鋼 製

土留擁壁 

ふ と ん 籠

鉄 線 枠

基  準  高 (▽) 

（高さ管理を必要とする構造物の場合）
±100以内 

布設寸法 

延長(ℓ） －１％以内 

高さ (ｈ) 
－５ｎ以内 

ｎ：段数 

各個の寸法 

長さ(ℓｏ) －50以内 

幅（ｂ） －50以内 

高さ(h)又は 

径(D) 
－50以内 

補 強 土 擁

壁 基  準  高 (▽)   

リフト毎の高さ(h)  －100以内 

延長（ｌ）

ℓ＜10ｍ －50以内 

ℓ≧10ｍ －0.5％ 最大－100以内

控え長さ 設計値以上 

のり 勾 配（ｍ.ｎ） 
±0.3分以内 

(安定計算を満たすこと)

部材数量 設計量以上  

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護
岸
工
・
擁
壁
工
・
土
留
工
（
か
ご
、
ふ
と
ん
籠
工
、
鉄
線
枠
工
）、
補
強
土
擁
壁 

鉄 線 か ご 

か ご 擁 壁 

簡 易 鋼 製

土留擁壁 

ふ と ん 籠 

鉄 線 枠 

基  準  高 (▽) 

（高さ管理を必要とする構造物の場合） 
±100以内 

布設寸法 

延長(ℓ） －１％以内 

高さ (ｈ) 
－50ｎ以内 

ｎ：段数 

各個の寸法 

長さ(ℓｏ) －50以内 

幅（ｂ） －50以内 

高さ(h)又は 

径(D) 
－50以内 

補 強 土 擁

壁 基  準  高 (▽)   ±100以内 

リフト毎の高さ(h)  －100以内 

延長（ｌ）

ℓ＜10ｍ －50以内 

ℓ≧10ｍ －0.5％ 最大－100以内

控え長さ 設計値以上 

のり 勾 配（ｍ.ｎ） 
±0.3分以内 

(安定計算を満たすこと)

部材数量 設計量以上  

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm)

７ 

護
岸
工
・
擁
壁
工
・
土
留
工
（
か
ご
、
ふ
と
ん
籠
工
、
鉄
線
枠
工
）、
補
強
土
擁
壁 

鉄 線 か ご

か ご 擁 壁

簡 易 鋼 製

土留擁壁 

ふ と ん 籠

鉄 線 枠

基  準  高 (▽) 

（高さ管理を必要とする構造物の場合）
±100以内 

布設寸法 

延長(ℓ） －１％以内 

高さ (ｈ) 
－５ｎ以内 

ｎ：段数 

各個の寸法 

長さ(ℓｏ) －50以内 

幅（ｂ） －50以内 

高さ(h)又は 

径(D) 
－50以内 

補 強 土 擁

壁 基  準  高 (▽)   

リフト毎の高さ(h)  －100以内 

延長（ｌ）

ℓ＜10ｍ －50以内 

ℓ≧10ｍ －0.5％ 最大－100以内

控え長さ 設計値以上 

のり 勾 配（ｍ.ｎ） 
±0.3分以内 

(安定計算を満たすこと)

部材数量 設計量以上  



頁番号 現　行改　正

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm) 測  定  基  準 

20 

落

石

ロープネット工 

（ロープ掛工） 
施 

工 

中

土被り厚 

(掘削機の残長等で確認) 

CCM協会の表土厚規定 

値内 

1工区当たり 5％又は最小本数 

3本以上 

区分 工  種 項    目 規格値 単位明示がないのは(mm) 測  定  基  準 

20 

落 

石

ロープ伏工 

 
土被り厚 

(掘削機の残長等で確認) 

CCM協会の表土厚規定 

値内 石

予

防

工

 

中 

確 

認 

(掘削機の残長等で確認)

(土砂部用アンカーに適用) 

値内 3本以上

削孔長 

(岩部用アンカーに適用) 

定着長以上 

(CCM協会の規定値以上) 

1工区当たり 5％又は最小本数 

3本以上 

岩
部
用
・
土

アンカー打込角度 平均斜面勾配に対して

90°を基本とし、上向き

1工区当たり 5％又は最小本数 

3本以上 

石 

予 

防 

工 

施 

工 

中 

確 

(掘削機の残長等で確認) 

(土砂部用アンカーに適用) 

値内 

施工本数の 5％又は最小本数 

3本 

削孔長 

(岩部用アンカーに適用) 

定着長以上 

(CCM協会の規定値以上) 

岩
部
用
・
土アンカー打込角度

平均斜面勾配に対して

90°を基本とし、上向き

Ｄ-21

土
砂
部
ア
ン
カ
ー 

共
に
適
用 

を基本とし、 向き

15度、下向き40度以内 
 

アンカー残尺長 

･根入長(定着長)

設計定着長を満たしている 

残尺長(CCM協会の規定値以上)

アンカー打込角度に合わせて 

確認。1工区当たり 5％又は 

最小本数3本以上 

施
工
管
理

縦横主ロープ間隔 管理基準軸 

2.0±0.2(m)を基本とし、 

縦横主ロープを、1施工箇所当た

り最低縦２本横１本を測定す

る

認 

・
土
砂
部
ア
ン
カ
ー 

共
に
適
用 

アンカー打込角度 90 を基本とし、上向き

15度、下向き40度以内 

アンカー残尺長 

･根入長(定着長) 

設計定着長を満たしている 

残尺長(CCM協会の規定値以上)

アンカー打込角度の確認と合わ

せて実施。 

施工本数の5％又は最小本数3本
 
2.0±0.2(ｍ) 以内 
 
かつ、管理基準軸の延長が下

管理基準軸ごと測定する。 

 
例）管理基準軸の延長が8mの場合Ｄ-21

施

工

後

確

認 

管
理
基
準 

2.0 0.2(m)を基本とし、

スパン長が長くなる場合は、

監督員と協議の上定める。 

管理基準軸外 

2.0＋0.5(ｍ)以内 

る。

出
来
形
管

縦横主ロープ間隔 2.0＋0.5(ｍ)以内 縦横主ロープの位置で、最低縦２本横１

本を測定する。主ロープ間隔が、施工規

格値を超える場合は アンカー及びロー

施 

工 

後 

確

主
ロ
ー
プ
間
隔 

管理基準軸 

かつ、管理基準軸の延長が下
表の値を満たすこと 
管理基準軸

の延長 

管理基準

（ｍ）

2m以下 ±0.2 

2m～4m以下 ±0.4 

4m～20m以下 ±0.5 

20mを超える

場合 

20mごとに

±0.5 
 管理基準軸ごとは2.0±0.2ｍ以内

管理基準軸の延長は8 0±0 5ｍを満たすこと
かつ

2m

長

8m

8m
2m 2m 2m

認 

 

 

 

 

 

来
形
管
理
基
準 

本を測定する。主ロープ間隔が、施工規

格値を超える場合は、アンカー及びロー

プを増設し規格値内の施工が行われて

いるか確認する。 

縦横補助ロープ間隔 2.0＋0.5(ｍ)以内 主ロープの間隔に準じて、均等に割り付け

られているか確認 

使
用
し
た

金網重ね合わせ幅 100以上 施工箇所１箇所以上測定する。

後 

確 

認 

場合 ±0.5
 

管理基準軸以外 2.0＋0.5(ｍ)以内 500㎡当たり１格子（2m×2m） 

使
用
し
た
場
合

金網重ね合わせ幅 ＋100以上 施工箇所１箇所以上測定する。

金網 縦・横 延長 －500以上 変化点毎に測定する。

管理基準軸ごとは2.0±0.2ｍ以内

管理基準軸の延長は8.0±0.5ｍを満たすこと
かつ

 用
し
た
場
合 

金網 縦・横 延長 －500以上 変化点毎に測定する。 

た
場
合 

金網 縦・横 延長 －500以上 変化点毎に測定する。 

ロープ掛工 現場毎、監督員と協議のうえ基準等を定めること。 



頁番号 現　行改　正

区分 工  種 記 録 方 法 測  定  箇  所  等 
区分 工  種 

20 ロープ伏工

記 録 方 法 測  定  箇  所  等 

検査記録票 １工事内で複数工区に分かれていれば
20 

落

石

予

防

工

ロープネット工 

（ロープ掛工） 

検査記録票 

出来形図 

一工事内で複数工区に分かれていれば、 

工区別に適用する。 

出来形が、しゅん工時に確認できない場合

は、監督員による段階確認による他、監督

員の指示により、CCM協会の写真管理基準

等を参考にして出来形を記録する。 

（ 耐力(確認)試験 品質管 基

20 

落 

石 

予 

防 

工 

ロープ伏工 

 

検査記録票 

出来形図 

１工事内で複数工区に分かれていれば、

工区別に適用する。 

出来形が、しゅん工時に確認できない場合

は、監督員による段階確認による他、監督

員の指示により、CCM協会の写真管理基準

等を参考にして出来形を記録する。 

（アンカー耐力(確認)試験は、品質管理基
工

 

等 参考 出来形 記録す 。

（アンカー耐力(確認)試験は、品質管理基

準に掲載） 

（アンカー耐力(確認)試験は、品質管理基

準に掲載） 
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（参考 アンカーの打込角度について）

 

 

  

本内容により難い場合は、監督員と協議の

うえ基準等を定めること。 

ロープ掛工   


